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図1 養麟徹定

明治十三年 (1880) 六十七歳

当時大教正／浄土宗西部管長

と
し
て
も
類
ま
れ
な
成
果
を
築
い
た
。
古
経
堂
と
号
し
た
徹
定
の
学
問
上
の
特

研
究
ノ
ー
ト養

鵬
徹
定
編

『
羅
漢
図
讃
集
』

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
貫
休

養
鵬
徹
定
（
瑞
蓮
社
順
誉
金
剛
宝
阿
、

末
か
ら
明
治
期
に
か
け
、
福
田
行
誡
(
-
八

0
九
ー
八
八
）
と
と
も
に
浄
土
宗

を
牽
引
し
た
傑
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
徹
定
は
学
僧

は
じ
め
に

(

1

)
 

一
八
一
四
ー
九
一
、
図
l

)

は
、
幕

李
公
麟
浄
土
宗

の
資
料
性

に
は
周
到
さ
を
欠
い
て
い
た
。

長
は
、
古
経
や
古
画
に
対
す
る
徹
底
的
な
資
料
の
博
捜
と
緻
密
か
つ
批
判
的
な

考
証
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
幕
末
期
、
す
な
わ
ち
徹
定
の
壮
年
期
に
編
纂
さ
れ

た
「
古
経
捜
索
録
」
二
巻
（
嘉
永
五
11

一
八
五
二
年
）
、
『
古
経
題
跛
』
二
巻
（
文

久
三
11

一
八
六
三
年
）
な
ど
は
渉
猟
に
賭
し
た
熱
意
と
批
判
的
視
座
に
富
ん
で

『
羅
漢
図
讃
集
」
三
巻
は
中
国
お
よ
び
わ
が
国
の
、
羅
漢
図
に
対
し
て
著
さ

れ
た
讃
、
題
、
跛
、
記
な
ど
を
集
成
し
た
版
本
で
あ
る
。
そ
の
収
載
内
容
は
広

範
に
及
ん
で
お
り
、
現
在
に
お
い
て
も
最
も
充
実
し
た
羅
漢
図
研
究
書
で
あ
る

と
言
え
る
。

筆
者
は
高
台
寺
所
蔵
「
十
六
羅
漢
図
」
（
重
要
文
化
財
）
に
関
す
る
先
稿
に

お
い
て
、

「羅
漢
図
讃
集
』
に
現
れ
た
徹
定
の
思
想
や
、
徹
定
が
制
作
に
関
わ
っ

た
大
角
南
耕
筆
「
十
六
羅
漢
図
像
」
（
米
国
・
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
美
術
館
所
蔵
）

と
『
羅
漢
図
讃
集
』
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
。
た
だ
し
そ
こ
で
箪
者
は

東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
本

「羅
漢
図
讃
集
」
を
半
ば
無
批
判
に
用
い
て
お
り
、

そ
れ
が
い
か
な
る
性
質
を
も
つ
書
物
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
の
分
析

い
る
。

知

恩

院

増

上

寺

乾

隆

帝

嘉

興

蔵

上

嶋

悟

史
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公
刊
年
に
つ
い
て
は
、
混
乱
を
き
た
し
て
い
る
。

『
羅
漢
図
讃
集
』
は
、
先
学
に
お
い
て
も
つ
ね
に
注
目
す
べ
き
著
作
と
し
て

扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
実
に
繁
多
で
多
岐
に
わ
た
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
内
容

の
精
査
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
、
筆
者
が
目
賭
し

得
た
い
く
つ
か
の
版
本
お
よ
び
写
本
に
基
づ
い
て
、
今
一
度
刊
行
経
緯
お
よ
び

そ
の
内
容
を
整
理
し
た
い
。
本
稿
が
『
羅
漢
図
讃
集
』
の
便
覧
と
し
て
、
今
後

な
お
、
本
文
に
続
け
て
版
本
お
よ
び
写
本
に
収
録
さ
れ
た
記
事
を
【
表
】
に

ま
と
め
た
。
本
文
中
、
記
事
に
つ
い
て
触
れ
る
際
に
は
【
表
】
に
示
し
た
①
通

し
番
号
を
併
記
し
た
。

A
、
先
行
研
究

『
羅
漢
図
讃
集
』

の
専
論
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
も
の
の
、
徹
定
研
究

に
お
い
て
は
従
来
特
筆
す
べ
き
業
績
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

徹
定
の
年
譜
は
、
幾
度
か
編
ま
れ
て
い
る
。
ま
ず
『
仏
教
文
化
研
究
』
十
四

号
(
-
九
六
八
年
）
に
お
い
て
牧
田
諦
亮
氏
が
「
徹
定
上
人
年
譜
稿
」
を
編
ん

だ
が
、
そ
こ
で
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
条
に
「
是
年
、
羅
漢
図
讃
集
三
巻
ヲ

著
ハ
シ
、
八
月
知
恩
院
ヨ
リ
刊
行
ス
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
牧
田
氏
は

『
古
経
捜
索
録
』
（
藤
原
弘
道
、
一
九
七
二
年
）
別
冊
に
増
訂
版
の
年
譜
を
寄
せ

て
お
り
、
同
様
に
記
述
す
る
。
ま
た
牧
田
氏
の
年
譜
稿
を
承
け
て
『
古
経
堂
詩

文
紗
』
別
冊
（
徹
定
上
人
遺
文
集
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）
、
『
佛
教
文
化
研
究
』

第
三
六
号
（
養
鵬
徹
定
上
人
特
集
、
一
九
九
一
年
）
の
二
度
、
改
訂
版
の
年
譜

の
自
他
の
羅
漢
図
研
究
に
神
益
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
公
刊
年
の
混
乱
は
、
『
羅
漢
図
讃
集
』

の
重
層
的
な
編
纂
過
程

「
推
敲
を
か
さ
ね
て
、
よ
う
や
く
公
刊
さ
れ
た
」
と
す
る
。
一
方
で
小
島
章
見

氏
は
『
佛
教
文
化
研
究
』
第
三
六
号
所
収
「
徹
定
上
人
の
著
作
論
考
ー
特
に
嘉

永
年
代
を
中
心
と
す
る
壮
年
期
の
著
作
に
つ
い
て
ー
」
に
お
い
て
、
文
久
四
年

の
公
刊
で
あ
る
と
す
る
。

さ
ら
に
『
佛
教
大
学
図
書
館
蔵
貴
重
書
図
録
』
(
-
九
九
七
年
）
で
は
牧
田

氏
旧
蔵
と
い
う
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
の
写
本
『
十
六
羅
漢
岡
賛
集
』
の
解
説

に
「
文
久
二
年
版
本
、
文
久
三
年
版
本
、
文
久
四
年
版
本
、
さ
ら
に
は
昭
和
初

(

3

)

 

年
版
本
な
ど
が
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
牧
田
氏
は
『
佛
教
文
化

研
究
』
第
三
六
号
所
収
「
徹
定
上
人
の
生
涯
」
に
お
い
て
「
昭
和
十
年
ご
ろ
ま

で
に
、
知
恩
院
蔵
の
版
木
を
用
い
て
京
都
其
中
堂
書
店
か
ら
彩
色
版
が
発
行
さ

れ
た
」
と
い
う
。

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
羅
漢
図
讃
集
』
天
巻
の
扉
に
は
「
文

久
壬
戌
仲
秋
新
錆
／
羅
漢
圏
讚
集
」
と
記
さ
れ
、
文
久
二
年
の

5
徹
定
自
序
も

あ
る
た
め
、
一
見
で
は
文
久
二
年
刊
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
人
巻
末
に

は
法
恩
学
恩
あ
る
先
輩
僧
の
名
を
列
挙
し
た
文
久
三
年
の
1
9
5
徹
定
自
跛
、
お
よ

び
「
縁
山
教
頭
密
順
」
に
よ
る
文
久
四
年
の
1
9
4
跛
文
が
あ
る
た
め
、
刊
行
年
は

文
久
四
年
と
す
べ
き
で
あ
る
。
筆
者
が
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
『
羅
漢
図
讃
集
』

に
は
全
て
文
久
四
年
跛
が
あ
り
、
文
久
二
年
あ
る
い
は
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
可

(

5

)

 

能
性
は
見
出
せ
て
い
な
い
。
な
お
、
昭
和
版
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

反
面
、
牧
田
氏
は
『
詩
文
紗
』
別
冊
所
収
「
徹
定
上
人
」
で
、
文
久
四
年
に

稿
を
発
表
し
た
木
本
弘
昭
氏
も
文
久
二
年
八
月
刊
を
踏
襲
し
て
い
る
。
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所
録
の
「
十
六
羅
漢
図
賛
輯
録
序
代
入
」
に
一
致
す
る
と
い
う
。

部
分
が
完
成
し
て
い
た
。

B
、
刊
行
経
緯

A
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
羅
漢
図
讃
集
」
は
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
に
一

度
成
り
、
自
序
が
し
た
た
め
ら
れ
た
の
ち
、
同
四
年
に
刊
行
に
い
た
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
嘉
永
三
年
(
-
八
五
0

)

に
は
多
く
の

『
羅
漢
図
讃
集
』

の
前
身
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
『
十
六
羅
漢
図
賛

輯
録
』
で
あ
る
。
『
詩
文
紗
」
別
冊
に
お
い
て
牧
田
氏
は
、
徹
定
が
『
十
六
羅

漢
図
賛
輯
録
』
を
嘉
永
三
年
に
纂
集
し
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
こ
に
文
献
を
増
補

し
、
十
五
年
間
の
推
敲
を
か
さ
ね
て
公
刊
し
た
の
が
『
羅
漢
図
讃
集
』
で
あ
る

一
巻
（
表
⑥
佛
大
写

と
い
う
。
の
ち
に
『
仏
教
文
化
研
究
』
第
三
六
号
に
お
い
て
牧
田
氏
は
「
京
都

仏
教
大
学
図
書
館
に
、
徹
定
手
沢
親
筆
の
極
彩
色
の
原
本
が
収
め
ら
れ
」
た
と

述
べ
て
い
る
が
、
牧
田
氏
旧
蔵
の
『
十
六
羅
漢
岡
賛
集
』

本
）
が
お
そ
ら
く
こ
れ
に
宛
て
ら
れ
る
。
ま
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
『
十
六

羅
漢
圏
賛
輯
録
』
中
下
二
巻
（
表
⑦
早
大
写
本
）
が
収
蔵
さ
れ
る
。
早
大
写
本

は
う
ち
中
巻
の
巻
頭
に
「
十
六
羅
漢
図
賛
輯
録
後
編
序
」
と
、
下
巻
の
巻
頭
に

「
附
録
」
と
あ
り
、
ま
た
佛
大
写
本
と
の
間
に
項
目
の
重
複
が
な
い
。

一
方
『
仏
教
文
化
研
究
』
第
三
六
号
に
お
い
て
小
島
氏
は
、
自
身
の
所
蔵
に

な
る
別
本
の
「
十
六
羅
漢
図
賛
輯
録
」
乾
坤
二
巻
の
写
本
を
紹
介
し
て
い
る
。

そ
れ
は
冠
誉
慧
厳
（
増
上
寺
六
十
六
世
‘
|
―
八
六
0

)

へ
徹
定
が
呈
し
た
本

を
、
「
鑑
誉
上
人
」
が
謄
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
そ
の
乾
巻
に
は
、

冠
誉
に
よ
る
嘉
永
四
年
の
「
十
六
羅
漢
図
賛
輯
録
序
」
が
あ
り
、
『
詩
文
紗
』

と
こ
ろ
で
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
に
は
『
十
六
羅
漢
闘
賛
輯
録
』
乾
坤
二

巻
が
所
蔵
さ
れ
る
（
表
⑤
国
会
写
本
）
。
そ
の
内
容
は
佛
大
写
本
＋
早
大
写
本

と
ほ
ぽ
等
し
い
。
乾
巻
の
巻
頭
に
は
と
も
に
嘉
永
三
年
の
6
冠
誉
序
（
本
文
と

同
じ
筆
跡
）
お
よ
び

7
徹
定
自
序
が
あ
り
、
各
巻
の
見
返
し
お
よ
び
書
き
出
し

に
は
朱
文
方
印
「
徹
定
闘
書
之
記
」
が
捺
さ
れ
る
。
乾
巻
巻
頭
の
6
冠
誉
序
お

よ
び
7
自
序
、
巻
末
の
1
9
1
聖
因
寺
蔵
幅
題
名
お
よ
び
1
9
6
自
跛
は
佛
大
写
本
に
は

な
い
が
、
本
来
は
存
在
し
た
も
の
が
落
丁
し
た
と
推
測
で
き
る
。
佛
大
写
本
冒

頭
の
「
皆
／
嘉
永
庚
戌
夏
五
／
縁
山
南
硲
杜
多
徹
定
躙
一
」
（
以
下
汚
損
）
が
、

国
会
写
本
乾
巻
の

7
自
序
の
署
名
「
皆
／
嘉
永
庚
戌
夏
五
／
縁
山
南
硲

杜
多

徹
定
謹
撰
」
と
一
致
す
る
た
め
で
あ
る
。

で
は
佛
大
写
本
、
早
大
写
本
、
国
会
写
本
、
版
本
『
羅
漢
図
讃
集
』
は
ど
の

よ
う
な
関
係
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
佛
大
写
本
の

8
「
附
言
七
則
」
中

に
は
「
欅
面
山
」
「
掛
子
」
「
非
睛
」
と
い
っ
た
文
字
の
訂
正
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
文
字
は
国
会
写
本
で
は
訂
正
前
で
あ
り
、
版
本
で
は
訂
正
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
佛
大
写
本
に
お
け
る
校
正
が
国
会
写
本
で
は
元
の
姿
を
と

ど
め
て
お
り
、
版
本
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
箇
所
は
他
に
も
多
数
指

摘
で
き
る
。
前
述
し
た

7
徹
定
自
序
の
署
名
も
同
様
で
あ
る
。

次
に
、
1
5
9
面
山
瑞
方
「
福
田
宜
耕
録
記
」
に
徹
定
が
付
し
た
識
語
を
見
る
と
、

版
本
に
は
「
定
嘗
観
常
州
若
芝
金
龍
寺
所
蔵
羅
漢
像
」
と
あ
る
。
早
大
本
で
は

こ
れ
に
等
し
く
、
国
会
写
本
で
は
「
嘗
」
字
が
校
正
記
号
に
よ
っ
て
後
か
ら
挿

入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
版
本
に
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
1
9
2
「
五
百
羅
漢
圃
記
輯

録
跛
」
に
お
い
て
は
、
国
会
写
本
で
は
「
孔
子
有
十
哲
五
~
門
人
」
の
「
五
百
」

が
上
か
ら
「
七
十
」
に
書
き
直
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
文
字
の
修
正
が
散
見
さ
れ
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る
が
、
早
大
写
本
で
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
会
写
本

に
お
け
る
校
正
が
佛
大
写
本
や
早
大
写
本
の
時
点
で
す
で
に
反
映
さ
れ
て
い
る

部
分
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
以
上
の
よ
う
に
、
佛
大
写
本
と
早
大
写
本
は

と
も
に
、
国
会
写
本
と
版
本
の
間
に
お
け
る
校
正
の
過
程
を
示
す
も
の
と
思
わ

れ
る
。な
お
現
物
を
検
し
て
い
な
い
た
め
厳
密
性
を
欠
く
が
、
国
会
写
本
に
お
い
て

は
多
く
の
箇
所
で
貼
紙
に
よ
る
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば

2
8
を
見
る
と
、
版
本
で
は
題
・
名
と
も
に
「
仝
前
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
2
4
「
唐

す
る
よ
う
に
2
4ー

2
7
は
と
あ
る
拓
本
か
ら
採
録
さ
れ
て
い
る
た
め
仝
前
と
し
て

間
違
い
は
な
い
が
不
自
然
で
あ
る
。
実
際
に
は
2
8
の
直
前
に
2
4
が
く
る
写
本
の

名
残
で
あ
ろ
う
。
国
会
写
本
の
2
8
に
は
「
唐
貫
休
十
六
羅
漢
讃
／
清
乾
隆
帝
」

と
あ
る
が
、
そ
の
下
に
消
さ
れ
た
「
乾
隆
皇
帝
又
賛
二
通
／
十
六
羅
漢
讃
」
の

字
が
見
え
る
。
佛
大
写
本
で
は
修
正
さ
れ
た
「
唐
貰
休
十
六
羅
漢
讃
／
清
乾
隆

帝
」
で
あ
る
。

以
上
を
総
合
し
て
按
ず
る
に
、
嘉
永
四
年
に
は
じ
め
て
成
立
し
た
の
は
国
会

写
本
『
十
六
羅
漢
圏
賛
輯
録
』
で
あ
り
、
次
に
増
訂
を
加
え
つ
つ
三
巻
本
と
し

た
の
が
佛
大
写
本
、
早
大
写
本
で
あ
る
。
そ
し
て
三
巻
本
の
写
本
に
再
度
添
削

を
施
し
、
そ
の
修
正
を
反
映
し
つ
つ
記
事
の
増
減
を
行
っ
て
文
久
四
年
に
版
本

が

公

刊

さ

れ

た

と

考

え

ら

れ

る

。

｀

な
お
佛
大
写
本
に
は
「
里
見
」
「
河
内
國
安
福
寺
」
印
が
あ
り
、
知
恩
院
末

(

6

)

 

の
玉
手
山
安
福
寺
（
大
阪
府
柏
原
市
）
旧
蔵
と
考
え
ら
れ
る
一
方
、
早
大
写
本

に
は
各
巻
末
に
「
華
頂
山
」
印
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
知
恩
院
旧
蔵
の
可
能
性
を

貫
休
書
干
六
羅
漢
賛
清
乾
隆
皇
帝
」
に
か
か
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述

う
か
が
わ
せ
る
。
内
容
上
、
佛
大
写
本
と
早
大
写
本
は
完
全
に
分
か
た
れ
て
お

り
、
国
会
写
本
か
ら
版
本
の
間
に
同
時
あ
る
い
は
段
階
的
に
箪
写
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
佛
大
写
本
が
当
初
の
装
禎
や
（
「
華
頂
山
」
印
の

捺
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
）
巻
末
の
数
頁
を
損
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
来
一
具

で
あ
っ
た
か
は
断
定
し
難
い
。

版
本
に
い
た
る
校
正
の
状
況
を
確
か
に
示
す
こ
れ
ら
三
写
本
が
徹
定
自
筆
で

あ
る
蓋
然
性
は
高
い
と
筆
者
は
考
え
る
。
三
写
本
と
も
に
文
字
に
は
基
本
的
に

徹
定
ら
し
い
癖
が
看
取
さ
れ
る
が
、
ば
ら
つ
き
も
認
め
ら
れ
る
た
め
、
弟
子
が

写
し
た
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
小
島
氏
が
鑑
誉
謄
写
本
の
存
在
を
紹
介

し
て
い
る
よ
う
に
、
複
製
本
で
あ
る
可
能
性
も
無
視
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

C
、
編
纂
主
旨

そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
、
版
本
に
採
録
さ
れ
た
挿
図
か
ら
、
編
纂
主
旨
を
推
測
し

て
み
た
い
。
国
会
写
本
で
は
、
挿
図
は
2
4
杭
州
孔
廟
石
刻
拓
本
の
縮
小
模
写
（
図

2

)

の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
末
の
傑
僧
と
し
て
知
ら
れ
る
紫
柏
真
可
（
達

観、

一
五
四
三
ー
一
六

0
四
）
の
旧
蔵
本
と
考
え
ら
れ
る
西
湖
孤
山
・
聖
因
寺

所
蔵
の
絹
本
十
六
羅
漢
図
を
、
聖
因
寺
住
持
の
明
水
が
資
金
を
募
っ
て
乾
隆

二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
に
模
刻
し
た
十
六
角
塔
の
拓
本
の
模
写
で
あ
る
。
こ

の
石
刻
は
現
在
も
杭
州
孔
廟
内
の
文
昌
廟
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
各
羅
漢
図
に

は
乾
隆
帝
の
御
製
詩
、
慶
友
作
・
玄
笑
訳
『
大
阿
羅
漢
難
提
蜜
多
羅
所
説
法
住

記
』
に
基
づ
く
尊
名
、
乾
隆
帝
の
校
訂
し
た
阿
哩
喝
哩
字
尊
名
が
刻
さ
れ
る
。

さ
ら
に
第
四
尊
者
面
に
は
2
5
乾
隆
御
識
と
2
6
明
水
の
題
紀
が
、
第
十
一
尊
者
幅
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図3 杭州孔廟石刻拓本

第十一尊者

メトロポリタン美術館

考
證
」
に
は

「
命
聾
工
誠
翁
影
潟
之
、

以
鳴
其

レベ

図2

！ヽ` -レ--- -
国会写本 24-第十一尊者

か
っ
た
。

一
方
の
称
名
寺
本
縮
図
は
多
色
刷
り
さ
れ
た
。
1
1
「
十
六
羅
漢
圏
像

役
割
が
1
2
へ
移
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

図4 佛大写本
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12-第十一尊者
五
尊

者
を
除
い
て
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
本
「
十
六
羅
漢
図
」
、
金
沢
称
名
寺
本
「
十
六

羅
漢
図
」
（
重
要
文
化
財
）
と
酷
似
す
る
。
2
4
に
つ
い
て
国
会
写
本
の

7
自
序

に
は
「
乾
隆
帝
賞
鑑
す
る
所
の
禅
月
大
師
画
羅
漢
の
墨
本
」
と
あ
り
、
「
其
の

容
貌
相
好
実
に
常
画
の
擬
す
べ
く
に
非
」
ざ
る
た
め
に
「
欽
仰
の
余
自
ら
之
を

縮
写
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
そ
の
理
由
と
し
て
「
又
た
梵
漢
相
合

し
て
十
八
と
称
す
る
者
有
り
。
皆
古
意
を
失
す
」
「
其
の
名
位
に
至
り
て
は
古

今
訳
経
の
異
同
、
新
旧
の
舛
訛
有
り
て
固
に
一
定
し
難
し
」
な
ど
と
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
国
会
写
本
は
と
く
に
羅
漢
の
数
や
名
位
に
つ
い
て
諸
説
の
異
同
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
纂
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
中
で
も
杭
州
孔
廟
石
刻
拓
本

が
図
像
と
と
も
に
範
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
徹
定
自
筆
と

い
う
模
写
図
に
は
対
頁
に
「
法
住
記
』
尊
名
、
阿
哩
喝
哩
字
尊
名
、
乾
隆
御
製

詩
と
と
も
に
、
拓
本
に
は
存
在
し
な
い
、
徹
定
に
よ
る
図
像
記
述
が
付
さ
れ
る
。

佛
大
写
本
で
は
、
2
4
石
刻
拓
本
の
位
置
は
後
退
し
、
代
わ
り
に
1
2
金
沢
称
名

寺
本
の
彩
色
縮
小
模
写
（
図
4

)

が
巻
頭
近
く
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
2
4
の
崩

(

1

0

)
 

れ
た
描
写
に
比
べ
、
1
2
か
ら
は
一
定
程
度
熟
練
し
た
画
技
が
看
取
さ
れ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
1
1
「
十
六
應
真
圏
像
考
證
」
に
は
「
命
聾
工
誠
翁
影
潟
之

0
以
鳴

其
道
風
」
と
あ
り
、
誠
翁
な
る
職
業
画
人
の
箪
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら

に
1
1
に
お
い
て
徹
定
は
第
三
、
四
、
五
尊
者
が
称
名
寺
本
と
拓
本
と
で
異
な
る

点
に
注
目
し
て
、
拓
本
の
そ
れ
は
後
補
で
あ
り
、
紫
柏
真
可
の
讃
の
内
容
と
よ

も
は
や
貫
休
羅
漢
の
最
善
本
で
な
く
な
っ
た
た
め
、
国
会
写
本
に
お
け
る
2
4
の

佛
大
写
本
で
は
、

2
4
石
刻
拓
本
に
付
さ
れ
た
徹
定
に
よ
る
図
像
記
述
に
赤
字

で
鉤
括
弧
が
書
か
れ
、
そ
の
上
に
「
以
下
図
与
題
一
切
剛
去
」
と
傍
注
さ
れ
る
。

そ
の
通
り
、
版
本
で
は
徹
定
に
よ
る
図
像
記
述
と
拓
本
縮
図
は
採
用
さ
れ
な

道
風
」
と
あ
る
（
波
線
部
は
佛
大
写
本
1
1
の

0
部
分
に
傍
注
さ
れ
た
内
容
で
あ

り
吻
合
す
る
称
名
寺
本
を
「
真
蹟
」
と
見
な
し
た
。
す
な
わ
ち
、
石
刻
拓
本
が
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る
。
た
だ
し
「
縮
鴛
」
が
「
縮
刻
」
に
変
わ
る
）
。

徹
定
に
と
っ
て
、
羅
漢
は
十
六
名
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
さ
れ
ば
こ

そ
写
本
の
段
階
で
は
書
名
に
も
十
六
を
冠
し
て
い
た
。
国
会
写
本
が
「
貫
休
の

十
六
羅
漢
図
に
つ
い
て
の
本
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
乾
巻
所

収
の
記
事
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
貫
休
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
看

取
さ
れ
る
。
し
か
し
公
刊
に
当
た
っ
て
は
羅
漢
図
一
般
に
つ
い
て
扱
う
も
の
と

改
め
、
『
羅
漢
図
讃
集
』
と
改
題
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
版
本
の

5
自
序
に
は
2
9

乾
隆
帝
「
十
八
羅
漢
賛
」
を
引
き
な
が
ら
、
十
八
羅
漢
説
へ
の
軟
化
し
た
姿
勢

を
垣
間
見
せ
る
。

D
、
複
数
の
版

『
羅
漢
図
讃
集
』
が
文
久
四
年
(
-
八
六
四
）
刊
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し

た
が
、
そ
の
中
に
も
複
数
の
版
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
東

文
研
本
や
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
本
で
は
天
巻
の
扉
に

2
「
文
久
壬
戌

仲
秋
新
錆
／
羅
漢
圏
讚
集
／
継
本
山
蔵
板
」
と
あ
り
、
そ
の
見
返
し
に

3
「華

頂
山
知
恩
院
蔵
鍋
」
印
が
捺
さ
れ
、
人
巻
末
に
は
1
9
6
「
浮
土
宗
継
本
山
／
書
籍

調
進
所
／
知
恩
院
古
門
前
石
橋
町
／
澤
田
吉
左
衛
門
」
の
奥
付
が
あ
る
。
一
方
、

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
、
国
立
国
会
図
書

館
蔵
本
な
ど
で
は
天
巻
の
扉
に

1
「
文
久
壬
戌
仲
秋
新
錆
／
羅
漢
圏
讚
集
／
縁

(

1

2

)

 

山
蔵
板
」
と
、
人
巻
の
奥
付
に
は
1
9
7
「
縁
山
蔵
板
」
と
あ
る
。

「
継
本
山
蔵
板
」
と
「
縁
山
蔵
板
」
は
、
同
じ
版
木
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

天
巻
扉
に
つ
い
て
も
、
「
継
本
」
と
「
縁
」
以
外
の
部
分
は
全
く
一
致
す
る
。

r

i
 .. i・・

図5 東文研本（総本山蔵板）
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12-第十一尊者

図6

一ゞ
9
1
9

・1

第
十
乎
択
迦

注
酎
翠
）
＾

肩

桑

骨
[
r

r

迫

風
月
泉
王
瑶
な

ば
潰
れ
て
い
る
（
図
5
、
6

)

。

藝大本（縁山蔵板） 12-第十一尊者

ま
た
1
2
称
名
寺
本
羅
漢
図
の
縮
図
に
つ
い
て
も
や
は
り
版
木
は
同
一
な
が
ら
、

著
衣
の
彩
色
が
異
な
り
、
と
く
に
「
継
本
山
蔵
板
」
で
は
羅
漢
の
口
唇
が
き
っ

い
赤
で
彩
色
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
継
本
山
蔵
板
」
の
諸
本
で
は
、
第
十
尊
者
に

顕
著
な
よ
う
に
版
ズ
レ
が
散
見
さ
れ
る
ほ
か
、
毛
描
き
の
部
分
な
ど
が
し
ば
し

書
陣
の
澤
田
吉
左
衛
門
は
お
よ
そ
十
八
世
紀
前
半
か
ら
明
治
期
ま
で
浄
土
宗

関
連
の
書
籍
を
中
心
に
出
版
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
こ
と
は
現
存
す
る
版
本

の
奥
付
か
ら
判
明
す
る
が
、
こ
と
「
羅
漢
図
讃
集
』
と
同
じ
版
木
を
用
い
た
奥

付
は
文
化
十
一
年
(
-
八
一
四
）
の
『
三
祖
要
訓
』
や
明
治
十
六
年
(
-
八
八
三
）

の
徹
定
撰
「
浄
土
三
巻
書
』
な
ど
広
い
年
代
の
版
本
に
見
ら
れ
る
。

徹
定
は
天
保
三
年
(
-
八
三
二
）
、
十
九
歳
に
し
て
増
上
寺
に
入
っ
た
。
『
十
六

羅
漢
図
賛
輯
録
」
を
編
纂
し
て
い
た
嘉
永
三
年
(
-
八
五
0

)

前
後
は
増
上
寺

新
谷
学
寮
司
を
務
め
て
い
た
。
そ
の
後
、
文
久
元
年
に
関
東
十
八
檀
林
の
岩
槻
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浄
国
寺
に
晋
山
し
た
。
す
な
わ
ち
『
羅
漢
図
讃
集
』
公
刊
を
め
ぐ
る
文
久
二
年

か
ら
同
四
年
、
徹
定
は
な
お
も
関
東
を
拠
点
と
し
て
い
た
。
明
治
期
に
入
る
と

浅
草
誓
願
寺
、
小
石
川
伝
通
院
を
歴
任
し
、
明
治
七
年
に
知
恩
院
住
職
と
な
っ

て
以
降
は
お
お
む
ね
京
都
に
居
し
た
。

「
縁
山
蔵
板
」
と
「
継
本
山
蔵
板
」
の
前
後
関
係
は
、
現
時
点
で
は
断
定
で

き
な
い
。
た
だ
し
以
上
の
状
況
を
勘
案
す
る
に
、
文
久
四
年
に
「
縁
山
蔵
板
」

が
公
刊
さ
れ
た
の
ち
、
増
上
寺
に
収
め
ら
れ
て
い
た
版
木
が
徹
定
と
と
も
に
知

恩
院
に
移
り
、
明
治
期
に
「
継
本
山
蔵
板
」
が
再
刊
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

(

1

3

)

(

1

4

)

 

か
。
『
羅
漢
図
讃
集
』
版
木
は
現
在
、
知
恩
院
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
「
継
本
山
蔵
板
」
で
あ
る
東
文
研
本
を
同
じ
く
京
都
府
本
と
比
較
し
た

際
に
も
軽
微
な
相
違
が
見
ら
れ
た
。
天
巻
地
巻
に
は
丁
綴
じ
順
の
相
違
が
あ
る

が
、
「
縁
山
蔵
板
」
と
の
対
応
よ
り
東
文
研
本
に
錯
簡
が
生
じ
て
い
る
と
見
る

(

1

5

)

 

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
東
文
研
本
地
巻
で
は
明
・
王
世
貞
「
題
十
六
應
真
後
」
お

よ
び
巻
末
を
あ
ら
わ
す
「
大
阿
羅
漢
圃
賛
集
巻
二
」
が
記
さ
れ
た
一
二
丁
が
落
ち

て
い
る
。
東
文
研
本
は
問
題
を
抱
え
た
版
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

E
、
収
録
資
料
の
概
要

さ
て
、
こ
こ
ま
で
『
羅
漢
図
讃
集
』
公
刊
に
至
る
経
緯
や
各
写
本
、
版
本
の

位
置
付
け
を
見
て
き
た
。
最
後
に
、
収
録
さ
れ
た
記
事
に
つ
い
て
概
観
し
て
お

き
た
い
。

先
に
見
て
お
き
た
い
の
は
、
徹
定
が
明
治
十
年
(
-
八
七
八
）
九
月
に
知
恩

院
へ
寄
付
し
た
文
物
を
記
し
た
自
筆
の
「
新
什
物
目
録
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
華

「
十
八
羅
漢
画
帖

一
帖
／
摸
唐
禅
月
大
師
書
金
澤
称
名
寺
本
」
「
十
六
羅
漢
画
帖

／
摸
間
部
松
堂
侯
蔵
本
」
な
ど
が
あ
る
。

乾
隆
御
讃
の
あ
る
刻
本
「
十
六
羅
漢
図
像
」
は
2
4
ー
2
7
石
刻
拓
本
で
あ
ろ
う
。

こ
の
拓
本
は
現
在
で
も
広
く
流
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
目
録
よ
り

徹
定
自
身
も
一
件
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
、
称
名
寺
本
を
模
し

た
「
十
六
羅
漢
画
帖
」
は
お
そ
ら
く
も
と
増
上
寺
に
収
め
ら
れ
た
と
い
う
「
書
―

工
誠
翁
」
筆
本
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
「
画
帖
」
と
記
さ
れ
て
は
い
る

が
、
佛
大
写
本
に
当
た
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

間
部
松
堂
（
鯖
江
藩
七
代
藩
主
・
詮
勝
、
一
八

0
四
ー
八
四
）
所
蔵
の
「
十
六

羅
漢
画
帖
」
と
は
、
筆
者
が
前
稿
に
て
紹
介
し
た
、
松
堂
に
よ
る
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
の
題
を
も
つ
大
角
南
耕
筆
「
十
六
羅
漢
図
像
」
（
米
国
・
ウ
ォ
ル

タ
ー
ズ
美
術
館
所
蔵
）
で
あ
ろ
う
。
ウ
ォ
ル
タ
ー
ズ
本
は
『
羅
漢
図
讃
集
』
公

刊
前
年
で
あ
る
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
の
徹
定
大
跛
に
よ
っ
て
「
満
谷
」
へ

奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
た
め
、
知
恩
院
へ
徹
定
が
寄
進
し
た
画
帖
は
模

(

1

6

)

 

本
で
あ
る
と
知
れ
る
。

刻
本
「
五
百
羅
漢
圃
像
」
と
は
、
清
の
嘉
慶
一
二
年
（
一
七
九
八
）
に
出
版
さ

羅

漢

圏

絹

本

本

金
紙

絹
本

．
 帖

頂
古
記
録
第
三
十
五
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
い
、
永
井
隆
正
「
養
鵬
徹
定

一
九
九
二
年
）
に
影
印

上
人
「
新
什
物
目
録
」
」
（
『
浄
土
宗
学
研
究
』

さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
項
目
に
は
「
五
百
羅
漢
圏
像

八
帖
／
嘉
慶
三
年
戊
午
清
和
月
常
州
府
知
府
観
／
瀾
跛
日
佑
拳
浮
慈
之
法

像
」
「
十
六
羅
漢
岡
像
刻
本
十
六
幅
／
唐
禅
月
大
師
聾
清
乾
隆
帝
賛
」
「
五
百

一
幅
／
宋
法
能
禅
師
書
一
／
禅
師
偲
見
侃
文
斎
／
書
画
譜
」

一
帖
／
明
屠
隆
画
井
賛
」
「
十
六
羅
漢
画
帖

絹
本

一
九
、

刻
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(

1

7

)

 

れ
た
『
石
橋
五
百
尊
羅
漢
像
』
に
当
た
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第
五
冊
に
は
劉
櫂

之
「
五
百
羅
漢
像
賛
」
と
「
常
州
府
知
府
観
瀾
跛
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
1
4
8
、

1
4
9
に
当
た
る
。
版
本
に
お
い
て
徹
定
は
、
自
ら
付
し
た
「
杭
州
浮
慈
寺
五
百
羅

漢
考
」
に
入
手
の
喜
び
を
語
る
と
と
も
に
購
入
を
丁
巳
之
夏
（
安
政
三
11

の
こ
と
と
述
べ
て
お
り
、
写
本
の
成
立
下
限
を
知
る
上
で
も
貴

一
八
五
七
年
）

重
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
羅
漢
図
讃
集
』
所
収
記
事
に
は
、
徹
定
所
持
本
か
ら
採
録

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
明
・
屠
隆
自
画
自
讃
の
「
十
八
羅
漢
画
帖
」
は
、

1
0
3
「
十
八
應
真
賛
」
の
典
拠
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
賛
も
ま
た
写
本
段
階
で
は
未
収
録
で
あ
る
が
、
版
本
に
お
け
る
位
置

か
ら
按
ず
る
に
、
単
独
の
尊
者
に
著
さ
れ
た
9
3ー

1
0
2
な
ど
は
1
0
3
同
様
、
詩
文
集

か
ら
の
転
載
で
な
く
徹
定
が
入
手
あ
る
い
は
目
賭
し
た
羅
漢
図
に
記
さ
れ
て
い

た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
版
本
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
記
事
で
、
明
ら
か
に
実
作
品
か
ら
取
材
し

た
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
1
7
1
の
薫
誉
在
禅
に
よ
る
識
・
讃
は
、
増
上
寺
子
院
の

妙
定
院
に
現
存
す
る
月
憐
門
人
・
谷
口
月
窓
（
一
七
七
四
ー
一
八
六
五
）
筆
「
十
六

(

1

8

)

 

羅
漢
図
巻
」
に
記
さ
れ
る
そ
れ
と
一
致
す
る
。

宋
・
法
能
筆
「
五
百
羅
漢
図
」
は
、
十
四
世
紀
末
の
朝
鮮
で
描
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
、
知
恩
院
に
現
存
し
て
い
る
。
徹
定
は

5
自
序
に
、
こ
の
「
五
百

羅
漢
図
」
を
見
て
初
め
て
「
四
威
儀
十
禅
行
六
波
羅
蜜
の
態
」
を
知
る
こ
と
と

な
っ
た
と
述
べ
る
よ
う
に
、
重
要
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
近
年
で
は
徹
定

の
記
述
の
通
り
、
法
能
画
に
対
し
て
著
さ
れ
た
1
3
7
秦
観
「
五
百
羅
漢
圏
記
」
と

一
致
す
る
図
像
を
も
つ
こ
と
や
、
大
徳
寺
伝
来
「
五
百
羅
漢
図
」
の
図
像
と
共

(

1

9

)

 

通
す
る
こ
と
が
学
術
的
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。
徹
定
は
、
法
能
の
伝
記
を
「
侃

文
斎
書
画
譜
」
に
見
た
と
い
う
。
確
か
に
、
康
煕
四
十
七
年
(
-
七

0
八
）
に

完
成
し
た
『
御
定
侃
文
斎
書
画
譜
』
巻
五
二
に
は
法
能
伝
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
徹
定
が
参
照
し
た
文
献
も
一
部
判
明
す
る
。
例
え
ば

8
「附

言
七
則
」
に
は
、
唐
・
闇
那
多
迦
訳
『
十
六
羅
漢
因
果
識
見
頌
』
、
南
宋
・
部

椿
著
『
画
継
』
、
北
宋
・
蘇
献
頌
／
明
・
王
世
貞
讃
『
十
八
羅
漢
圏
讃
』
（
明
版

『
三
才
図
会
』
人
物
九
巻
に
基
づ
き
、
経
師
宗
真
が
貞
享
四
11

一
六
八
七
年
抜

き
刷
り
）
、
明
・
張
丑
撰
『
清
河
書
画
紡
」
、
面
山
瑞
方
著
『
羅
漢
応
験
伝
』
な

ど
に
言
及
し
て
い
る
。

中
で
も
、
1
1
「
十
六
應
真
圏
像
考
證
」
に
参
照
が
明
言
さ
れ
て
い
る
「
明
紫

柏
大
師
文
集
」
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
羅
漢
図
讃
に
基
づ
い
て
称
名
寺
本
を
貰

休
真
蹟
と
み
な
す
な
ど
、
徹
定
が
紫
柏
真
可
に
傾
倒
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。

こ
こ
で
の
「
明
紫
柏
大
師
文
集
」
は
お
そ
ら
く
、
紫
柏
自
身
が
中
心
と
な
っ
て

(

2

0

)

 

万
暦
十
七
年
(
-
五
八
九
）
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
大
蔵
経
で
あ
る
『
嘉
興
蔵
』

の
続
蔵
に
収
録
さ
れ
る
『
紫
柏
老
人
集
』
を
指
す
。
実
際
、
『
羅
漢
図
讃
集
』

に
引
用
さ
れ
る
紫
柏
の
著
作
は
全
て
『
紫
柏
老
人
集
』
に
典
拠
が
あ
る
。
嘉
興

蔵
は
わ
が
国
に
お
い
て
広
く
流
布
し
て
お
り
、
増
上
寺
酉
蓮
社
に
も
一
蔵
伝
来

(

2

1

)

 

し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
酉
蓮
社
本
嘉
興
蔵
は
『
紫
柏
老
人
集
』
全

十
五
巻
（
＋
巻
之
首
）
を
完
備
し
て
お
り
、
徹
定
が
こ
れ
を
参
照
し
た
可
能
性

は
極
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
徹
定
は
、
少
な
く
と
も
天
保
十
三
年

（
一
八
四
二
）
に
は
新
谷
学
寮
に
あ
っ
て
、
こ
の
酉
蓮
社
に
隣
接
し
た
房
子
に

(

2

2

)

 

居
住
し
て
い
た
。

【
表
】
中
、
⑪
典
拠
の
列
に
は
今
回
判
明
し
た
範
囲
で
所
収
記
事
の
典
拠
を
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各
写
本
・
版
本
に
ま
つ
わ
る
枝
葉
の
問
題
は
尽
き
な
い
が
、
す
で
に
多
く
の

本
稿
に
お
い
て
見
た
よ
う
に
『
羅
漢
図
讃
集
』

の
公
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
徹

定
は
実
に
広
範
に
わ
た
っ
て
記
事
を
渉
猟
し
て
い
る
。
と
く
に
「
石
橋
五
百
尊

羅
漢
像
』
な
ど
、
徹
定
と
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
清
朝
の
動
向
に
鋭
敏
な
反
応
を

前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、

5
自
序
か
ら
は
、
徹
定
に
と
っ
て
の
羅
漢

憧
憬
は
中
国
で
な
く
古
イ
ン
ド
に
向
い
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
心
血
を
注
い
で
蒐
集
し
た
「
頌
讃
」
も
「
諸
羅
漢
の
秘
願
を

探
得
す
る
」
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
成
就
さ
れ
れ
ば
捨
て
て
し
ま
え

(

2

4

)

 

と
い
う
。
図
像
も
頌
讃
も
単
な
る
答
蹄
で
あ
っ
て
本
質
で
は
な
い
。
そ
う
し
た

思
想
、
あ
る
い
は
そ
の
根
底
を
な
す
徹
定
の
批
判
的
考
証
意
欲
が
ど
の
よ
う
に

醸
成
さ
れ
た
か
は
未
だ
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
な
い
が
、
現
時
点
に
お
け
る
筆
者

―
つ
目
は
江
戸
時
代
の
、
と
く
に
浄
土
宗
に
お
い
て
徹
定
以
前
に
醸
成
さ
れ

て
い
た
思
想
の
継
承
で
あ
る
。
徹
定
が
写
本
に
収
録
す
る
薫
誉
在
禅
の
1
7
0
や
1
7
1

の
仮
説
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

示
す
点
は
注
目
さ
れ
る
。

紙
幅
を
費
や
し
て
し
ま
っ
た
た
め
筆
を
掘
き
た
い
。

お
わ
り
に

、↓

O

¥
v
 

(

2

3

)

 

記
し
、
酉
蓮
社
本
嘉
興
蔵
に
含
ま
れ
る
文
献
に
は
[
酉
]
を
付
し
た
o

た
だ
し

多
く
は
記
事
を
収
録
す
る
詩
文
集
等
を
挙
げ
た
に
す
ぎ
ず
、
徹
定
の
参
照
可
能

性
な
ど
と
い
っ
た
考
証
に
は
必
ず
し
も
及
ん
で
い
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た

本
研
究
に
は
、
二

0
二
0
年
度
橋
本
循
記
念
財
団
研
究
助
成
の
成
果
を
含
む
。

[
附
記
]

汎
ア
ジ
ア
的
視
座
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
乾
隆
帝
思
想
の
受
容
で
あ
る
。
『
羅
漢
図
讃
集
』
に
お
い
て
徹
定

は
乾
隆
帝
に
よ
る
羅
漢
名
位
の
考
証
を
重
ん
じ
て
い
る
が
、
女
真
で
あ
る
乾
隆

帝
は
伝
統
的
な
中
国
中
心
的
な
羅
漢
図
観
に
批
判
的
な
視
線
を
向
け
て
い
た
。

そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、
玄
柴
訳
『
法
住
記
』
の
尊
名
音
訳
に
代
わ
る
、
阿

哩
喝
哩
字
尊
名
を
用
い
た
尊
名
校
訂
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ
ル
グ
派
・
チ
ャ

ン
キ
ャ
三
世
の
力
を
借
り
て
古
イ
ン
ド
ヘ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
乾
隆
帝
の

著
作
を
通
し
て
、
徹
定
の
三
国
観
は
お
お
い
に
圧
縮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。
『
羅
漢
図

讃
集
』
は
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
変
容
し
て
い
く
仏
教
美
術
史
に
お
い
て

視
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

の
題
に
は
、
羅
漢
の
名
位
が
諸
説
で
一
定
せ
ず
、
ま
た
像
容
に
つ
い
て
も
拠
る

べ
き
経
典
が
存
在
し
な
い
た
め
中
国
や
わ
が
国
の
彫
工
画
家
が
み
だ
り
に
意
匠

を
加
え
て
い
る
、
と
い
う
徹
定
の
前
提
と
な
る
よ
う
な
問
題
意
識
が
呈
さ
れ
て

い
る
。
原
理
主
義
的
な
思
想
に
基
づ
い
て
中
国
を
対
象
化
し
、
古
イ
ン
ド
ヘ
の

回
帰
を
志
す
点
は
し
か
し
、
例
え
ば
真
言
律
の
慈
雲
飲
光
（
一
七
一
八
ー

一
八

0
五
）
が
悉
曇
（
梵
字
）
を
学
び
、
釈
尊
在
世
中
の
服
制
へ
の
回
帰
を
唱

え
た
こ
と
な
ど
と
通
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宗
派
、
年
代
と
も
に
俯
廠
的
な
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(

l

)

徹
定
の
肖
像
写
真
は
後
述
す
る
『
古
経
堂
詩
文
紗
』
別
冊
よ
り
転
載
し
た
が
、
同
書

に
よ
れ
ば
こ
れ
は
長
野
県
松
本
市
梓
川
・
恭
倹
寺
の
所
蔵
で
、
裏
面
に
は
自
筆
で
「
此

真
影
本
年
二
月
承
命
進
献
宮
内
／
省
之
副
本
也
今
贈
一
葉
永
充
恭
倹
／
寺
之
什
物
也

／
明
治
庚
辰
十
一
月
大
教
正
華
頂
山
順
春
」
と
あ
る
。

そ
の
正
本
と
み
ら
れ
る
写
真
は
、
明
治
天
皇
が
群
臣
ら
の
姿
を
座
右
に
置
く
た
め
に

明
治
十
二
年
(
-
八
七
九
）
に
制
作
を
下
命
し
た
『
明
治
十
二
年
明
治
天
皇
御
下
命

「
人
物
写
真
帖
」
』
全
三
九
冊
（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
）
中
に
収
録
さ
れ
て
い

る
。
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
『
明
治
十
二
年
明
治
天
皇
御
下
命
「
人
物
写
真
帖
」
ー

四
五

0
0
余
名
の
肖
像
』
（
宮
内
庁
、
二

0
一
三
年
）
。

(

2

)

拙
稿
「
高
台
寺
所
蔵
「
十
六
羅
漢
図
」
の
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
模
本
制
作
」
（
『
日

本
近
世
美
術
研
究
」
三
、
二

0
二
0
年）。

(

3

)

『
佛
教
大
学
図
書
館
蔵
貴
重
書
図
録
』
の
当
該
解
説
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
巻
末
の

執
筆
者
一
覧
に
は
牧
田
氏
の
名
が
あ
る
。

(

4

)

『
浄
土
宗
全
書
』
巻
十
八
（
浄
土
宗
典
刊
行
会
、
一
九
三
一
年
）
所
収
「
松
翁
年
譜
」

を
見
れ
ば
、
「
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
癸
戌
…
羅
漢
圏
讚
集
三
巻
」
と
あ
る
が
、

刊
行
し
た
と
明
言
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(

5

)

0

p
A
C
上
な
ど
で
は
文
久
二
年
刊
と
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
1
9
4
文
久
四
年
跛

が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
O
P
A
C
上
で
「
文
久
二
年
京
都
（
智

恩
院
蔵
版
）
」
と
表
記
さ
れ
、
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
も
「
文
久
二
版
」

と
さ
れ
る
東
北
大
学
狩
野
文
庫
本
が
1
9
4
文
久
四
年
跛
を
も
つ
こ
と
を
今
回
確
認
し

た。

(

6

)

高
弟
の
心
海
が
住
職
と
な
っ
た
安
福
寺
は
、
徹
定
と
強
い
紐
帯
を
有
し
て
い
た
。
例

え
ば
、
徹
定
が
弟
子
を
し
て
浄
写
せ
し
め
た
『
古
経
堂
詩
文
紗
』
二
部
（
い
ず
れ
も

現
在
は
佛
教
大
学
図
書
館
所
蔵
）
の
う
ち
一
部
は
、
佛
大
写
本
と
同
じ
安
福
寺
里
見

澄
心
の
所
蔵
印
を
も
つ
。
佛
大
写
本
も
徹
定
の
関
与
の
も
と
安
福
寺
に
も
た
ら
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
。

(

7

)

李
玉
眠
「
明
末
羅
漢
壷
中
的
貫
休
偲
統
及
其
影
響
」
（
『
故
宮
學
術
季
刊
』
ニ
ニ
ー
一
、

台
北
、
二

0
0
四
年
）
。

(

8

)

陳
階
晋
「
乾
隆
南
巡
と
聖
因
寺
貫
休
十
六
羅
漢
図
」
（
『
美
術
史
論
集
」
一
三
、

二
0
一
三
年
）
、
邸
士
華
「
行
匿
随
行
由
乾
隆
皇
帝
南
巡
時
的
書
壷
萎
蔵
談
起
」
（
『
故

宮
學
術
季
刊
」
三
ニ
ー
四
、
台
北
、
二

0
一
五
年
）
、
張
勉
治
・
邸
士
華
「
行
動
宮

廷
在
江
南
ー
乾
隆
南
巡
行
螢
的
作
用
」
（
『
故
宮
文
物
月
刊
』
四
一
〇
、
台
北
、

二
0
一
七
年
）
、
陳
階
晋
「
乾
隆
南
巡
輿
〈
貫
休
十
六
羅
漢
像
〉
的
偲
術
」
（
『
故
宮

文
物
月
刊
』
四

0
九
、
台
北
、
二

0
一
七
年
）
、
邸
士
華
主
編
『
行
匿
随
行
ー
乾
隆

南
巡
行
李
箱
中
的
書
書
一
』
（
台
北
、
国
立
故
宮
博
物
館
、
二

0
一
八
年
）
。

(

9

)

阿
哩
喝
哩
字
と
は
音
訳
に
特
化
し
た
複
合
漢
字
で
あ
る
。
乾
隆
帝
は
十
六
羅
漢
の
名

を
梵
音
に
忠
実
に
表
す
た
め
、
章
嘉
国
師
こ
と
ゲ
ル
ク
派
の
チ
ャ
ン
キ
ャ
三
世
11

ロ

ル
ペ
ー
・
ド
ル
ジ
ェ

(
C
h
a
n
g
ky
a
R
o
lp
e
 D
orj
e
 :
一
七
一
七
ー
八
六
）
に
勅
撰

さ
せ
た
『
欽
定
同
文
韻
統
』
に
則
り
、
阿
哩
喝
哩
字
で
新
た
に
音
訳
し
た
。
2
8
「
十
六

羅
漢
賛
」
を
参
照
。
石
濱
裕
美
子
『
清
朝
と
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
』
（
早
稲
田
大
学
学
術

叢
書
二
十
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二

0
―
一
年
）
、
陳
階
晋
「
乾
隆
南
巡
と
聖
因

寺
貫
休
十
六
羅
漢
図
」
（
前
掲
註
8

)

。

(
1
0
)
2
4
石
刻
拓
本
は
国
会
写
本
、
佛
大
写
本
い
ず
れ
も
た
ど
た
ど
し
い
筆
致
で
あ
る
が
、

佛
大
写
本
で
は
国
会
写
本
よ
り
さ
ら
に
簡
略
化
、
形
式
化
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。

佛
大
写
本
が
国
会
写
本
を
介
し
た
重
模
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

(

1

1

)

聖
因
寺
本
の
第
三
、
四
、
五
尊
者
が
紫
柏
の
入
手
・
著
讃
後
に
後
人
の
手
に
よ
っ
て
、

当
時
流
布
し
て
い
た
他
の
十
八
羅
漢
図
か
ら
補
わ
れ
た
こ
と
は
李
玉
眠
「
明
末
羅
漢

豊
中
的
貫
休
停
統
及
其
影
響
」
（
前
掲
註
7

)

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

1

2

)

版
本
と
し
て
は
今
回
、
東
文
研
本
（
継
）
、
東
博
本
（
縁
）
、
国
会
本
（
縁
）
を
現
物

調
査
し
、
京
都
府
本
（
継
）
、
藝
大
本
（
縁
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
困
書
館
本
（
縁
）

を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
で
全
覧
し
た
。

(

1

3

)

な
お
こ
の
ほ
か
ロ
ー
マ
・
サ
レ
ジ
ア
ン
大
学
（
伊
）
に
は
順
に

2
、
1
0
、
色
刷
り
な

し
の
1

2

、
1
9
6
の
み
を
綴
じ
た
版
本
『
羅
漢
圏
讃
集
」
が
収
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
版
本
に
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お
い
て
年
紀
を
示
す
の
は

2
扉
の
文
久
二
年
の
み
で
あ
る
が
、
本
文
の
議
論
よ
り
、

「
縁
山
蔵
板
」
の
文
久
四
年
を
遡
る
こ
と
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
立
命
館
A
R
C

古
典
籍
ポ
ー
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(
h
ttps
:
/
/
w
w
w
.
d
h
,ja
c
.
n
e
t/
d
b
l
/bo
o
k
s
/
MM
T

0
0
7
2
/p
o
r
t
a
l
/
令
和
三
年
一
月
三
日
最
終
閲
覧
）
を
参
照
。

(

1

4

)

『
養
鵬
徹
定
上
人
と
そ
の
著
作
近
代
浄
土
宗
の
傑
僧
』
（
佛
教
大
学
宗
教
文
化

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二

0
0
九
年
）
。

ま
た
版
木
の
う
ち
三
面
は
佛
教
大
学
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
『
ブ
ッ
ダ
の
お

弟
子
さ
ん
教
え
を
つ
な
ぐ
物
語
』
（
龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二

0
二
0
年）

よ
り
岩
田
朋
子
氏
解
説
(

5

ー

1

6

)

。

(

1

5

)

天
巻
の
柱
に
注
目
す
る
と
、
「
縁
山
蔵
板
」
順
に

4
、
5
に
は
「
序
」
一
ー
五
、

8

は
「
凡
例
」
一
i
-
―
-
、

9
は
「
偲
」
四
ー
五
、

1
0
は
「
題
」
一
、

1
1
は
「
証
序
」
ニ

ー
三
と
記
さ
れ
、

12
以
下
は
四
よ
り
連
番
と
な
る
。
東
文
研
本
の
綴
じ
順
で
も
一
ー

五
、
一
ー
五
、
一

1
三
の
連
番
と
な
る
こ
と
が
、
錯
簡
を
許
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

1

6

)

拙
稿
「
高
台
寺
所
蔵
「
十
六
羅
漢
図
」
の
江
戸
時
代
後
期
に
お
け
る
模
本
制
作
」
（
前

掲
註
l

)

。
な
お
こ
の
時
筆
者
は
、

1
1

「
十
六
羅
漢
圏
像
考
證
」
の
成
立
を
嘉
永
三

年
と
し
た
が
、
今
回
の
検
証
に
よ
り
こ
れ
を
降
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

(

1

7

)

書
名
は
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
。
た
だ
し
国
会
本
は
全

五
冊
で
あ
る
。

(

1

8

)

『
画
僧
月
倦
』
（
名
古
屋
市
博
物
館
、
二

0
一
八
年
）
。

(

1

9

)

知
恩
院
所
蔵
「
五
百
羅
漢
図
」
に
つ
い
て
は
主
に
以
下
を
参
照
し
た
。

井
手
誠
之
輔
「
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
の
成
立
背
景
（
承
前
）
」
（
奈
良
国
立
博
物

館
・
東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
』
、
二

0
一
四
年
）
、
井
手

誠
之
輔
「
作
品
誌
の
観
点
か
ら
見
た
大
徳
寺
五
百
羅
漢
図
の
諸
相
」
（
九
州
大
学

P
r
o

gre
s
s
 
1
0
0
人
社
系
学
際
融
合
リ
サ
ー
チ
ハ
ブ
形
成
型
研
究
報
告
書
、
研
究
代

表
者
井
手
誠
之
輔
『
徹
底
討
論
大
徳
寺
五
百
羅
漢
図
の
作
品
誌
ー
地
域
社
会
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
世
界
ヘ
ー
』
、
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
、
二

0
一
九
年
）
、

増
記
隆
介
「
大
徳
寺
五
百
羅
漢
図
の
母
胎
と
し
て
の
呉
越
絵
画
ー
日
本
伝
来
の
白
描

図
像
を
中
心
に
ー
」
（
同
書
所
収
）
。

(

2

0

)

本
多
道
隆
「
嘉
興
大
蔵
経
の
刊
刻
事
業
と
紫
柏
真
可
ー
仏
語
の
伝
播
と
自
心
の
闊
明

|
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
九
五
、
二

0
0
六
年
）
。

(

2

1

)

會
谷
佳
光
『
酉
蓮
社
（
旧
三
縁
山
増
上
寺
山
内
寺
院
報
恩
蔵
）
収
蔵
嘉
興
版
大
蔵
経

目
録
』
（
酉
蓮
社
、
二

0
―
二
年
）
、
會
谷
佳
光
『
旧
三
縁
山
増
上
寺
山
内
寺
院
・
報

恩
蔵
酉
蓮
社
志
稿
」
（
酉
蓮
社
、
二

0
―
二
年
）
、
王
芳
「
『
嘉
興
蔵
』
と
江
戸
仏

教
ー
鳳
渾
『
扶
桑
蔵
外
現
存
目
録
」
を
中
心
に
I
」
(
『
イ
ン
ド
哲
学
仏
教
学
研
究
」

ニ
四
、
二

0
一
六
年
）
。

(

2

2

)

小
島
章
見
「
徹
定
上
人
の
著
作
論
考
ー
特
に
嘉
永
年
代
を
中
心
と
す
る
壮
年
期
の
著

作
に
つ
い
て
ー
」
（
『
佛
教
文
化
研
究
』
三
六
、
一
九
九
一
年
）
。

(

2

3

)

酉
蓮
社
本
嘉
興
蔵
所
収
文
献
に
つ
い
て
は
『
酉
蓮
社
収
蔵
嘉
興
版
大
蔵
経
目
録
』
（
前

掲
註
2

1

)

、
お
よ
び
酉
蓮
社
（
旧
増
上
寺
報
恩
蔵
）
蔵
嘉
興
版
大
蔵
経
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
(
h
ttps://s
ta
tic.
to
y
o
b
u
n
k
o
,
l
a
b
.jp/
u
,
r
e
nj
a
/
令
和
四
年
一
月
三
日
最
終
閲
覧
）

を
参
照
し
た
。

(

2

4

)

5

自
序
の
読
み
下
し
と
解
釈
は
、
拙
稿
「
高
台
寺
所
蔵
「
十
六
羅
漢
図
」
の
江
戸
時

代
後
期
に
お
け
る
模
本
制
作
」
（
前
掲
註
2

)

。

[
図
版
出
典
]

図
ー
ニ
『
古
経
堂
詩
文
紗
』
別
冊
（
徹
定
上
人
遺
文
集
刊
行
会
、
一
九
七
七
年
）

図
2
ら
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
国
立
国
会
図
書
館
書
誌
I
D
0
2
4
2
3
3
5
8
9

図

3
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
令
和
三
年
十
二
月

三
十
一
日
最
終
閲
覧
）

h
ttps
:
/
/
w
w
w
.
m
e
tm
u
s
e
u
m
.
o
r
g
/
a
r
t
/
c
o
l
l
e
c
tio
n/s
e
a
r
c
h/6
4
0
1
2
 

図
4
こ
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日

最
終
閲
覧
）

h
ttps://bir
d
.
b
u
k
k
y
o
,
u
.
a
c
.jp/collec
tio
n
s
/ju
r
o
k
u
r
a
k
a
n
z
u
s
a
n
s
h
u
,
0
1
/
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図
5
二
東
京
文
化
財
研
究
所
O
P
A
C
（
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
最
終
閲
覧
）

h
t
t
p
s
:
/
/
op
a
c
.
 t
o
b
u
n
k
e
n
.
g
o
.j
p
/
d
et
a
i
l
 
?
b
bi
d
1
1
9
0
0
0
0
A
A
9
3
3
 

図

6
二
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
令
和
三
年
十
二
月
三
十
一
日
最
終
閲
覧
）

h
t
t
p
s
:
/
/ko
t
e
n
s
e
ki.
nijl.
a
c
.j
p
/
b
i
b
li
o
/
1
0
0
2
6
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